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要         旨 

本研究は、現在韓国において問題となっている就学前カリキュラムの

画一化（教育課程の編成・運営の自律化政策の限界）の背景にある「プ

ログラム（専門研究者によって開発されるカリキュラムモデル）」方式に

着目し、教育・保育内容にかかる政策の史的展開におけるプログラムの

開発・普及の位置づけ、国レベルの教育課程におけるプログラムの構

造、園レベルのプログラム実践にかかる保育者の意識等について、文献

資料と現地調査により検討し、プログラムの開発・普及による現状と課

題を検討したものである。 
その結果、韓国の保育者は主題中心統合を編成原理とする国レベルの

幼児教育・保育課程（ヌリ課程）に沿って主題を作成し活動を展開する

役割をにない、近年普及してきた生態幼児教育プログラムを実施する園

においても、制約としてのプログラムを自ら求め実践手段とする「プロ

グラムの内面化」が認められ、プログラム開発・普及様式と保育者の意

識、価値観との関連性が明らかとなった。 
審査委員会は令和元年 5 月 22 日に設置された。（先だって、申請者の

課程博士にかかる審査委員会が平成 30 年 10 月に設置されたが、年度内

に審査が終了せず、平成 31 年 3 月に申請者が単位取得満期退学をしたた

め委員会は解散している。その間の審査において、教育・保育政策の史

的展開に関する記述の整理およびプログラム論部分と調査部分の関係性

についての記述が必要であること、統計処理と図表記述および文献・韓

国名の記載法において修正すべき点があること等が指摘された。）令和元

年 7 月 31 日に行われた第 1 回審査委員会では、前年度に受けた指摘事項

についてほぼ適正に修正されていることが確認された。令和元年 8 月 29
日に行われた公開論文発表会においては、出席者から、生態幼児教育への

国による評価認定、生態幼児教育の思想、ヌリ課程の意義等について質

問が出され、いずれも適切な受け答えがなされた。その後に行われた最

終審査委員会（同年 8 月 29 日）では、公開発表と質疑への応答が十分な

ものであったことが確認された。 
以上の結果により、本論文が、博士（社会科学）（ Ph. D. in 

Education）にふさわしいと判断し、合格とした。 
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